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足
立
区
に

あ
る
橋
と

足
立
区
の
橋

二
つ
の
区
に
跨
つ
て
い
る
橋
は
都

の
中
心
か
ら
見
て
上
位
の
区
が
管

轄
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
る

江
北
橋

新
田
橋は

北
区

小
台
橋

尾
竹
橋

千
住
大
橋

は
荒
川
区

堀
切
橋は

足
立
区

足
立
区
の
大
き
な
橋
は
こ
の
外
に

西
新
井
橋

千
住
新
橋

の
二
つ
が
あ
る
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明
る
い
六
三
制

中
学
校
増
築
の
朗
報

終
戦
後
三
年
目
の
昭
和
二
十

二
年
に
新
制
中
学
校
が
発
足
し

て
か
ら
今
年
で
四
年
目
、明
る

い
春
の
陽
差
し
を
溌
刺
と
し
た

肢
体
一
ぱ
い
に
浴
び
て
、向
学

の
純
情
に
眼
を
輝
か
し
て
い
る

本
区
の
中
学
生
に
朗
報
が
も
た

ら
さ
れ
た

昭
和
二
十
三
年
度
で
区
立
第

二
中
学
校
を
除
い
て
、第
一
中

か
ら
十
五
中
ま
で
、独
立
校
舎

を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
が
、何

分
生
徒
数
の
多
い
本
区
で
は
、

二
部
授
業
こ
そ
な
い
が
十
分
と

は
云
え
な
か
つ
た

新
春
初
の
区
教
育
委
員
会
が

去
る
二
十
三
日
に
開
催
さ
れ
た

が
席
上
昭
和
二
十
四
年
度
中
学

校
の
校
舎
増
築
が
審
議
さ
れ
た

都
の
本
区
に
対
す
る
昭
和
二

十
四
年
度
の
割
当
は
四
十
一
教
室

で
あ
つ
て
既
に
校
地
を
買
収

し
た
第
二
中
学
校
新
築
を
始
め

、総
合
的
な
立
場
か
ら
種
々
検

討
し
た
結
果
、第
一
中
、第
十

一
中
、第
十
二
中
、第
十
五
中
等

が
審
議
の
中
心
と
な
り
、
そ
れ

ぞ
れ
若
干
の
増
築
が
内
定
し
た

狂
犬
病
の
予
防
注
射

二
月
十
・
十
一
日
実
施

昭
和
二
十
四
年
中
、
都
内
に
発

生
し
た
狂
犬
病
は
、
一
九
〇
頭

、
被
害
者
四
一
九
名
を
算
え
、

足
立
区
内
で
は
、
七
頭
の
発
生

を
見
て
い
る
。
本
年
は
統
計
上

、最
盛
期
に
当
る
の
で
、都
で

も
そ
の
対
策
に
万
全
を
期
し
て

い
る
が
、足
立
区
で
は
二
月
十

日
、十
一
日
、の
二
日
間
区
内
開

業
獣
医
師
の
奉
仕
に
よ
つ
て
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
つ
た
の
で
、
畜
主
は

左
記
事
項
を
留
意
の
上
、
そ
の

予
防
に
御
協
力
を
願
い
た
い
。

一
、
全
犬
(
無
届
畜
犬
を
含
む
)

洩
れ
な
く
施
行
す
る
。
但
し
昨

年
十
月
以
後
注
射
を
受
け
た
犬

は
除
外
す
る
が
、
獣
医
師
の
証

明
書
を
持
参
し
て
、
そ
の
旨
届

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
特
に
無
届
犬
の
注
射
を
、

徹
底
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
の
で

、
所
有
主
は
必
ず
、
予
防
注
射

場
に
犬
を
連
行
し
て
、
注
射
を

受
け
る
こ
と
。

三
、
無
届
畜
犬
は
必
ず
畜
犬
届

出
を
す
る
こ
と
。届
出
を
怠
る

と
、処
罰
さ
れ
ま
す
。

四
、予
防
注
射
手
数
料
は
二
百

円
で
す
。な
お
東
京
都
告
示
第

一
、〇
四
七
号
に
よ
つ
て
、昨
年

十
一
月
十
日
か
ら
当
分
の
間
、

畜
犬
、飼
猫
は
抑
留
す
る
こ
と

に
な
つ
て
い
る
の
で
、放
し
飼

は
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
願
い

ま
す
。
(
但
し
口
綱
を
つ
け
て

の
索
引
は
差
支
え
な
い
。
)

足
立
区
立
中
学

第
三
回
駅
伝

十
二
中
輝
く
制
覇

恒
例
の
区
立
中
学
校
駅
伝
競
走

大
会
が
去
る
一
月
十
七
日
行
わ

れ
た
。
本
年
は
第
三
回
の
大
会

で
、
当
日
は
絶
好
の
快
晴
に
恵

ま
れ
て
若
人
の

血
は
愈
々
燃
上

り
参
加
十
五
校

の
選
手
は
母
校

の
名
誉
を
一
身

に
担
つ
て
寒
風

を
突
い
て
溌
刺

た
る
意
気
を
示

し
た
。
コ
ー
ス

は
千
住
新
橋
北

詰
を
ス
タ
ー
ト

と
し
て
江
北
、

西
新
井
、
伊
興

、
保
木
間
、
花
畑
、
六
木
、
大

谷
田
の
本
区
外
周
を
廻
つ
て
区

役
所
前
ま
で
全
コ
ー
ス
凡
そ
二

十
五
粁
を
見
事
一
時
間
三
十
三

分
二
十
秒
(
三
年
生
)
の
記
録

で
走
破
し
た
。

各
学
年
別
の
成
績
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

一
年一

等
十
二
中
、
二
等
七
中
、

三
等
二
中
、
四
等
九
中
、
五

等
十
四
中

二
年一

等
十
四
中
、
二
等
十
二
中

、
三
等
七
中
、
四
等
二
中
、

五
等
三
中

三
年一

等
十
二
中
、
二
等
三
中
、

三
等
七
中
、
四
等
十
一
中
、

五
等
九
中

な
お
各
学
年
を
通
じ
て
の
綜
合

点
数
に
よ
る
成
績
は
次
の
通
り

で
、
十
二
中
が
本
年
の
優
勝
校

と
な
つ
た
。
一
位
十
二
中
、
二

位
七
中
、
三
位
三
中
、
四
位
二

中
、
五
位
十
四
中
、
本
大
会
の

優
勝
旗
は
十
二
中
の
獲
得
す
る

と
こ
ろ
と
な
り
、
な
お
、
五
等

ま
で
の
入
賞
校
に
は
そ
れ
ぞ
れ

賞
状
が
授
与
さ
れ
盛
況
裡
に
本

大
会
を
終
了
し
た

。

区 議 会 日 誌
1 月14 日

各種常任委員長並びに教育委員会合
同実地調査
本区虚弱学童を対照とする臨海学園設置の為千葉県君津郡上総湊海岸所

在の候補施設について区、助役、教育
課関係職員と共に、その内容設備を見

に行つた。なおその可否実地決定
については客年十二月六日調査を行
つた大貫海岸所在臨海候補施設と一
括し後日委員会で審議せらるる筈で
あ る 。

1月16 日
建築委員会実地調査並びに委員会開会

区内都営住宅並びに学校建築につい
て区、建築課長並びに技術員同伴、
その建築状況の調査を行い現場で工

事の促進と実地指導を行つた。なお同
日午後委員会を開会調査内容につ

いて審議を行つた。

世帯現況報告
〔25. 1. 1. 現在〕

世帯数　61. 044世帯
人 口　　261. 839 人

男　　132. 207 人
女　　129. 632 人
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検
察
審
査
員
と
は
!

足
立
区
の
候
補
者
は
三
十
六
名

去
る
一
月
二
十
日
午
後
一
時

か
ら
足
立
区
選
挙
管
理
委
員
会

で
は
、
一
月
十
日
に
選
定
し
た

検
察
審
査
員
の
候
補
者
三
十
六

名
を
、
区
議
会
議
事
堂
に
招
集

し
、
小
宮
委
員
長
の
挨
拶
で
開

会
し
、
神
藤
係
長
が
任
務
、
組

織
、
選
定
の
方
法
等
に
つ
い
て

一
時
間
半
に
わ
た
り
詳
細
な
説

明
を
な
し
、
民
主
国
家
の
国
民

の
義
務
と
し
て
、
又
権
利
と
し

て
、
こ
の
職
責
は
重
要
で
あ
る

か
ら
、
検
察
事
務
の
民
主
化
の

た
め
、
格
段
の
協
力
を
願
い
た

い
と
結
ん
で
三
時
閉
会
し
た
。

ち
な
み
に
そ
の
検
察
審
査
と

員
は職

掌
検
察
審
査
会
は
検
察
官
の
な

し
た
、
不
起
訴
処
分
の
当
否
の

審
査
と
、
検
察
事
務
の
改
善
に

関
す
る
建
議
若
し
く
は
勧
告
を

な
す
こ
と
を
職
務
と
し
、
他
の

始
何
な
る
機
関
の
干
渉
を
も
受

け
る
こ
と
な
く
独
立
し
て
こ
の

職
権
を
行
う
。

資
格

審
査
員
は
特
別
な
学
問
を
必

要
と
せ
ず
、
又
特
に
法
律
を
知

つ
て
い
る
必
要
も
な
い
、
小
学

校
を
卒
業
し
な
い
者
と
か
、
一

年
以
上
の
懲
役
、
禁
錮
の
処
刑

者
等
は
審
査
員
に
な
れ
な
い
、

又
概
し
て
重
要
な
又
は
繁
劇
な

、
職
務
に
あ
る
た
め
一
時
た
り

と
も
、
そ
の
職
務
を
離
れ
る
こ

と
を
適
当
と
し
な
い
者
と
か
、

検
察
の
面
に
民
意
を
反
映
さ
せ

る
趣
旨
か
ら
、
司
法
関
係
の
専

門
家
等
も
審
査
員
の
職
務
に
就

く
こ
と
が
で
き
な
い
。

選

定

衆
議
院
議
員
の
選
挙
資
格
者

と
し
て
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ

れ
た
者
の
中
か
ら
、
区
の
選
挙

管
理
委
員
会
が
く
じ
で
候
補
者
を
選

定
し
、
そ
の
候
補
者
の
中

か
ら
審
査
会
(
各
区
か
ら
選
定

さ
れ
た
候
補
者
は
四
〇
〇
名
)

事
務
局
長
が
一
、
四
、
七
、
一

〇
月
の
末
日
に
、
年
四
回
に
分

け
て
く
じ
で
選
定
す
る
。

数
及
び
任
期

審
査
員
及
び
補
充
員
の
数
は
各
十
一
人
で
、
そ
の
任
期
は
い

ず
れ
も
六
ケ
月
で
あ
る
。

ラ
ラ
物
資
の
配
給

ラ
ラ
物
資
が
次
項
の
該
当
者
に

足
立
保
健
所
(
千
住
高
砂
町
)
で

配
給
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
当
保
健
所
の
医
師
の
診
断

に
基
き
真
に
栄
養
が
不
足
し

哺
育
上
給
与
の
必
要
を
認
め

ら
れ
た
乳
児
及
び
緊
急
の
補

給
を
必
要
と
す
る
も
の

二
、
給
与
の
基
準
は
生
後
一
年

ま
で

三
、
受
給
の
際
母
子
手
帳
と
印
鑑

を
持
参
の
こ
と

四
、
配
給
品
目
は
ミ
ル
ク
そ
の

他
五
、
ラ
ラ
物
資
の
給
与
は
無
償

で
す

家
屋
の
一
斉
調
査
実
施
中

只
今
家
屋
の
一
斉
調
査
を
行

つ
て
お
り
ま
す
。

期
間
は
一
月
一
日
か
ら
三
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
。

調
査
の
目
的
は
、
家
屋
税
の

課
税
洩
れ
を
防
ぎ
区
民
負
担
の

公
平
を
期
す
る
た
め
で
す
。

つ
い
て
は
右
趣
旨
を
御
理
解

下
さ
い
ま
し
て
、
居
住
の
方
又

は
留
守
居
の
方
は
是
非
次
の
こ

と
を
予
め
お
調
べ
に
な
つ
て
お

い
て
下
さ
い
。

1
.
家
屋
番
号

2
.
床
面
積
(
二
階
建
の
場
合
は

一
階
と
二
階
の
面
積
を
別
々

に
)

3
.
家
屋
の
新
築
又
は
増
築
の
年

月
日

4
.家
主
の
住
所
氏
名

5
.地
主
の
住
所
氏
名

明
朗
区
政
の
た
め

租
税
の
完
納
を

新
し
い
年
を
迎
え
て
区
民
各

位
は
、
い
よ
い
よ
御
健
康
で
御
発

展
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

洵
に
慶
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
今

年
こ
そ
は
お
互
い
の
希
望
の
年

で
あ
り
発
展
の
年
で
あ
り
た
い
と

念
じ
て
お
り
ま
す
。
一
年
の

計
は
正
月
に
あ
り
と
申
し
ま
す

が
、
昭
和
二
十
五
年
の
計
は
税

金
完
納
に
始
ま
る
と
申
さ
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
納
税
は
国
家
再

建
の
大
き
な
礎
石
で
あ
り
、
郷

土
を
再
建
す
る
た
め
の
根
本
と

な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
国
や

都
や
区
が
皆
様
に
心
か
ら
期
待

し
、
願
つ
て
い
る
こ
と
は
、
実

に
税
金
の
完
納
で
あ
る
こ
と
は

、
納
税
を
国
民
の
義
務
と
し
て

い
る
こ
と
で
よ
く
お
判
り
の
こ

と
ゝ
思
い
ま
す
。

▼
滞
納
税
金
一
掃
に
つ
い
て

と
こ
ろ
が
税
金
の
滞
納
が
非

常
に
多
い
こ
と
は
、
経
済
界
の

不
況
も
原
因
の
一
部
で
あ
り
ま

し
よ
う
が
、
ま
こ
と
に
遺
憾
で

あ
り
ま
す
。
税
金
滞
納
は
お
互

い
の
生
活
や
、
機
能
を
破
壊
致

し
ま
す
。

今
回
都
庁
で
臨
時
滞
納
整
理
対
策

本
部
が
設
け
ら
れ
、
今
ま

で
の
温
情
的
な
方
針
が
改
め
ら

れ
強
力
に
ま
た
積
極
的
に
滞
納

税
金
の
一
掃
を
期
し
て
い
る
こ

と
は
、
ま
こ
と
に
止
む
を
得
な

い
次
第
で
あ
り
ま
す
。

▼
滞
納
の
不
利
益

滞
納
す
る
と
次
の
不
利
益
が
あ

り
ま
す
。

一
、
延
滞
金
(
日
歩
二
十
銭
)

が
納
期
日
の
翌
日
か
ら
か

ゝ
り
ま
す

二

、
財
産
差
押
処
分
が
な
さ

れ
ま
す

三
、
差
押
え
ら
れ
た
財
産
の

公
売
処
分
が
な
さ
れ
ま
す

右
の
滞
納
処
分
は
、
何
れ
も
法

規
に
明
定
さ
れ
て
お
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

▼
納
税
済
ま
せ
て
明
る
い
家
庭

明
る
い
家
庭
は
、
ま
づ
税
金

完
納
に
始
ま
り
ま
す
。
税
金
を

滞
納
し
て
い
て
家
業
の
繁
栄
は

あ
り
ま
せ
ん
。

先
ず
税
金
を
完
納
致
し
ま
し
よ
う
。

殊
に
滞
納
税
金
は
、
こ
の
際

徹
底
的
に
整
理
致
し
ま
し
よ
う

。
郷
土
の
た
め
に
!
明
る
い
家

庭
の
た
め
に
!

区
長
優
良
職
員
へ

授

賞

昭
和
二
十
四
年
中
一
か
年
間
無

事
故
で
勤
務
し
、
か
つ
、
成
積

優
秀
だ
つ
た
左
記
十
九
名
に
対

し
去
る
十
二
月
二
十
八
日
御
用

納
め
の
席
上
区
長
か
ら
賞
状
及

び
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

総
務
課
　
　
　
　
大
坪
た
ま
子

同
　
　
　
　
　
吉
住

靜
子

同
　
　
　
　
　
鈴
木

三
郞

税
務
課
　
　
　
　
村
上

時
治

同
　
　
　
　
　
栗
原

富
作

経
済
課
　
　
　
　
石
倉
三
郞

土
木
課
　
　
　
　
長
崎

萬
三

同
　
　
　
　
　
淸
藤
求

同
　
　
　
　
　
大
谷
孝
平

第
一
出
張
所
　
　鋪
野

幸
子

第
六
出
張
所
　
　石
田

東
市

同
　
　
　
　
　
塩
田

綾
子

第
十
出
張
所
　
　五
十
嵐

隆

第
十
三
出
張
所
　
小
林
義
貞

第
十
四
出
張
所
　
中
村
淸
子

第
十
五
出
張
所
　
上
岡
友
二

梅
島
支
所

税

務
課

松
川

次
郞

沼
田
民
生
事
務
所
　鈴
木

繁
信

千
住
新
橋

民
生
事
務
所
　

木
島

秋
三
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出 張 所 め ぐ り
第 二 出 張 所

長
さ
二
間
半
の

カ
ウ
ン
タ
ー
で

は
、
六
人
の
人

が
来
れ
ば
、
身

動
き
が
で
き
ぬ

程
、
立
て
こ
ん

で
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
の

で
す
か
ら
一
寸
狭

す
ぎ
る
ん
で

す
よ
と
、
鈴
木

所
長
が
、
第
五

出
張
所
に
次
ぐ
転

出
、
入
の
激

し
さ
を
物
語
る
転

出
、
入
移
動
証

明
書
を
整
理

し
な
が
ら
、
出

張
所
運
営
の
苦

心
談
を
、
地
元

の
有
力
者
に
話

し
て
い
る
傍
に

座
つ
て
、
所
内

を
見
廻
す
と
、

出
張
所
に
入
れ
ば

す
　
目
に
着

く
所
に
、
区
民
に
対
す
る
出
張

所
の
挨
拶
文
が
貼
出
さ
れ
て
あ
る
。

区
民
の
皆
様
に
申
し
上
げ

ま
す
。

戦
い
に
敗
れ
て
、物
的
窮

乏
と
、精
神
的
な
空
白
に

支
配
さ
れ
て
、乾
き
切
つ

た
日
々
を
過
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、お
互

に
な
ん
と
不
幸
な
こ
と
で

は
な
い
で
せ
う
か
。日
常

生
活
に
於
い
て
、区
民
の

皆
様
が
、対
外
的
に
最
も

密
接
な
関
係
に
あ
る
出
張

所
を
、親
し
み
と
笑
顔
に
満

た
す
為
に
、職
員
一
同

懸
命
な
努
力
を
致
し
て
お

り
ま
す
。何
卒
皆
様
の
出

張
所
を
親
し
み
易
く
、お

互
に
信
頼
し
得
る
出
張
所

に
し
て
行
く
こ
と
に
、御

協
力
下
さ
る
よ
う
、お
願

い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

足
立
区
役
所
第
二
出
張

所
職
員
一
同

鈴
木
所
長
の
出
張
所
運
営
方
針

が
此
の
挨
拶
文
に
、
滲
み
出
し

て
い
る
の
を
感
じ
て
、
帰
り
仕
度

を
し
て
い
る
と
、
ど
や
ど
や

と
婦
人
会
の
人
々
が
入
つ
て
き

て
、
や
や
興
奮
し
た
よ
う
な
口

吻
で
、
「
所
長
さ
ん
、
道
路
に
ガ
ラ

炭
を
敷
い
て
く
れ
る
話
が

、
区
役
所
の
土
木
課
と
地
元
の

各
工
場
と
の
間
に
本
極
り
と
な

つ
て
、二
十
一
日
か
ら
実
施
す

る
運
び
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
に
上
り
ま
し
た
」
。

と
所
長
に
話
し
て
い
る
。そ
う

言
え
ば
さ
つ
き
か
ら
出
張
所
に
入

つ
て
く
る
人
の
靴
が
、泥
に

汚
れ
て
い
る
の
を
気
に
か
け
て

い
た
が
、定
評
の
あ
る
悪
道
路

を
、地
理
的
に
改
修
困
難
な
こ

と
を
知
り
な
が
ら
、幾
ら
か
で

も
良
く
し
よ
う
と
す
る
地
元
民

の
熱
意
の
中
に
、挨
拶
文
の
趣

旨
が
、泌
み
て
い
る
の
を
一
層

強
く
感
じ
て
、何
か
明
る
い
も

の
に
ふ
れ
た
思
い
が
し
た
。

附
記一

月
十
日
新
規
採
用
の
職
員

は
写
真
に
は
で
て
お
り
ま
せ

ん
の
で

、
紹
介
い
た
し
ま
す

五
木
田
智
惠
子

鈴
木

貢

右
よ
り

野
口

昭
司

水
野

な
み

小
島

博

坂
田

や
ま

鈴
木
金
治
郞

後
藤
み
ど
り

巽

昭

主
食
の
小
分
売

始

ま

る

従
来
、
主
食
の
配
給
が
あ
る
と

配
給
金
額
の
操
作
に
心
配
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
家
庭
が
多
か
つ

た
の
で
今
回
政
府
で
は
最
近
の
経

済
事
情
を
も
考
慮
し
て
主
食

の
小
売
を
次
の
要
領
で
行
う
こ

と
に
な
つ
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
各
配
給
所
に

問
合
せ
て
下
さ
い
。

(
1
)
小
分
売
り
は
消
費
者
の
希

望
に
よ
り
一
回
二
日
分
以

上
の
範
囲
で
行
う

(
2
)
小
分
売
り
は
配
給
開
始
日

か
ら
十
二
日
間
(
生
い
も

は
四
日
間
)
の
期
問
内
に

実
施
す
る

(
3
)
小
分
売
り
は
一
回
ご
と
に

現
金
で
決
済
す
る

(
4
)
小
分
売
り
は
消
費
者
世
帯

、
準
生
産
世
帯
、
生
産
世

帯
の
主
食
購
入
通
帳
に
て
消
費

者
に
つ
い
て
行
い
労
務

加
配
は
認
め
な
い

『
成
人
の
日
』
記
念

講
演
会

一
月
十
五
日
「
成
人
の
日
」
を

記
念
し
世
界
情
勢
に
つ
い
て
の

講
演
会
を
当
区
議
事
堂
に
開
催
。

講
師
は
国
学
院
大
学
教
授
国

際
連
合
協
会
常
務
理
事
北
岡
壽

逸
氏
で
約
二
時
間
半
に
亘
つ
た

が
当
日
の
寒
風
の
た
め
か
聴
講
者

は
案
外
少
な
か
つ
た
。
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